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１．イトーヨーカ堂時代の取り組み
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2002 2007

食への不安
（BSE、食中毒）

食への不安
（鳥インフルエンザ）

中国産野菜への不安
（残留農薬等）

食品リサイクル法改正
（実施率目標率４５％）

農・畜・水産物から
放射性物質が検出

農薬使用状況への不安
（無登録農薬等）

残留農薬の食衛法違反

企業への不信感
（不二家、ミートホープ、赤福、船場吉兆）

加工品の産地偽装
（たけのこなど）

加工品の異物混入
（冷凍餃子、カップめんなど）

2011 2014 2017

オリンピック・パラリンピックの
調達基準にGAPが必要に
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青果部長時代の8年半
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取り巻く環境の変化に合わせて、取り組み方を変化・進化させてきた。



２．顔が見える食品。概要
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店頭産地 パック場

生鮮履歴ｼｽﾃﾑ

顔。基準に基づく運用

審査 審査 検査

checkcheck

情報

商品

〈顔が見える野菜。〉
生産者数：6,700名
産地数 ：840産地
品目数 ：約140

生産者情報をＨＰで公開

checkcheck checkcheck

第三者による
評価・検証

店頭でQRコードを
読み取れば
生産者情報が見られる

※19年3月時点

個別の生産者の名前と似顔絵を商品に表示。ＩＴを活用し、生産者の情
報をお客様に伝達。



３．顔が見える野菜。果物におけるGAPの取り組み
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GAP認証取得を、取り組みのレベルアップのために積極的に推奨しています。

2010年 2011年
～～

2002年

ブランド開始

2009年 2013年2012年 2017年
～～

2018年 2019年 2020年

基礎ＧＡＰ
を導入

項目：１８

基礎ＧＡＰ
に確認項目
を追加

項目：２０

継続

項目：３６

環境/労働

に関する項
目を追加

項目：３６

自己点検を
義務化

（共通基盤
ＧＡＰの項
目を追加）

項目：２３

ＧＡＰ認証
取得に向け
た項目の
一斉見直し

項目：６１

ＪＧＡＰと

同レベルの
項目内容

項目：
約１２０

ＧＡＰ

認証取得
の義務化

取り組み
レベルの強化

２０１７年
ＧＡＰ認証
取得の推奨

【⽬標】
２０２０年
ＧＡＰ認証
取得の義務化

顔。独自ＧＡＰ（自己点検）を導入

当初より⾏程管理の考え⽅を導⼊していましたが、
2009年より基礎ＧＡＰの内容に則した⾃⼰点検を導⼊しました。
現在、ＧＡＰ認証取得 義務化に向けた顔。独⾃ＧＡＰのレベルアップに
取り組んでいます。



４．顔が見える食品。におけるGAPの取得状況

Copyright©201９ 全国農業協同組合連合会 5

項⽬ 認証
農場数 品⽬等 備考

顔が⾒える野菜。果物。 240Gr
1,137⼈ - 18年〜19年で出荷実績より

JGAP 46Gr
121⼈

ミニトマト・レタス類・キャベツ・⻑ねぎ
⼈参・さつまいも・枝⾖ 等 多品⽬にわたり認証取得

AsiaGAP
(国際基準認証)

8Gr
10⼈ ⼩松菜・サンチュ・なめこ・まいたけ 等 -

GGAP
(国際基準認証)

9Gr
12⼈ ミニトマト・パプリカ・サラダ菜 等 ⼀部産地にて認証取得済み

顔が⾒えるお⾁。たまご。 200農場 - -

JGAP ３農場 ㈱トマル・㈱パートナーズ・
おおやファーム

2020年 主要産地認証取得⽬標
（取扱量5割相当）

2030年 全産地認証取得⽬標

顔が見える野菜。果物。では全体の3割程度が認証を取得しており、
顔が見えるお肉。たまご。でも認証取得が進んでいます。



５．セブンファーム概要
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“農業に参入するのではなく、日本の農業を元気にするお手伝いをしたい。”
生産者と一緒に効率的かつ生産性の高い農業の仕組みを作っていく。

農業のお手伝いをしたい！

店舗 《役割》
食品残渣を堆肥場へ運搬。
セブンファームで栽培した作物を店
頭で販売。

《役割》
お店で出た食品残渣
を堆肥化処理。セブンファーム 堆肥場

お客様へ

《役割》
食品残渣で作られ
た堆肥を使って作
物を栽培。イトー
ヨーカドーに出荷。

循環型農業に取り組み、ＣＯ２削減等の環境保全を推進する仕組みを構築。



５．セブンファームにおけるGAPの取り組み
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現在、１３のうち１１の拠点にてJGAP認証を取得しています。

拠点農場方式

富里 新潟市

農地所有適格法人

2008年、
千葉県富里市に第１号拠点を設立。
以降計１３拠点に拡大。
安心・安全の指標となるJGAP認証の
取得を進めてている。（現在１１拠点取得）

●セブンファームは現在１３拠点に拡大。
栽培面積は合計約２００ヘクタール。

有機
農場

北海道
東川農場

東海
碧南農場

新潟
魚沼農場

茨城
農場

銚子
農場

東京
立川農場

群馬
農場

湘南
茅ケ崎
農場

株式会社セブンファーム

深谷
農場

三浦
農場



GAP支援チーム

実
需
者

６．ＪＡグループＧＡＰ推進体制
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Ｊ
Ａ
・
生
産
者
部
会

JA全農

【全国】

・営農くらし支援部
営農担い手支援課

・耕種総合対策部ＧＡＰ推進課
（各部と連携）

現地支援

・現地アドバイザー 3名

ＪＡ全中

【都道府県】

JA全農県本部

・副本部長
・ＧＡＰ担当窓口
・関係各部

県ＪＡ
県連

ＪＡ都道府県
中央会

農水省・関係機関県行政

全国４連で協力し、JAグループ全体で連携して推進しています。



７．ＪＡグループのＧＡＰの方針と取り組み概要
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①ＧＡＰをする

これまで

・生産履歴記帳を
「ＧＡＰをする」に深化させる。
・県版ＧＡＰがある場合は、

県認証の拡大を図り、ベースとする。

②ＧＡＰ認証をとる

・第三者認証の取得支援を行う。
・国、および県の支援制度を活用する。
・県、中央会、普及センターの役割分担を

明確にして連携を図る。

・生産履歴記帳を後押し。

生
産
者
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

国や県、実需を巻き込んだＧＡＰの取り組みの広がり

・取り扱いを推進/希望する
実需に対してマッチングを
行っていく

希望実需者への
取り組み拡大

業界全体でのＧＡＰの取り組みを後押し

モデル
産地

国および県の支援

③実需への供給

①GAP講習会の開催と人材育成
１）「ＪＧＡＰ」「GLOBALG.A.P.」関連講習会の実施
２）「ＧＨ農場評価員養成講習会」講習会の開催

②第三者認証取得に向けた
現地アドバイス事業の実施

③耕種総合対策部と営業開発部が
連携した実需への供給



①．GAP講習会の開催と人材育成
（１）「ＪＧＡＰ」「GLOBALG.A.P.」関連講習会
・平成30年度上期は、計4回開催し、66名を養成した。
・平成29年度からの累計は235名の養成実績になっている。
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（２）ＧＨ農場評価員養成講習会（新規講習会）について
・平成30年度より新規講習会として開始。昨年8月に第1回を実施。
＜ポイント＞
・「ＧＡＰをする」手法として農場評価の仕組みや生産者農場での評価技術を活用。
・生産者における問題点を抽出し生産者と問題解決に向け農場の改善を実践できる。
・実需者の要望等によりＧＡＰ認証取得が必要となった際、認証取得に円滑に移行できる。

講習会名 概要
H29年度 H30年度 R元年6月時点

回数 人数 回数 人数 回数 人数

JGAP指導員基礎研修 JGAPに関する知識習得(資格取得講習) 3回 65名 2回 38名 1回 17名

JGAP内部監査員研修 JGAP団体認証に関する知識習得(資格認定講習) 2回 46名 2回 37名 1回 30名

GLOBALG.A.P.基礎講習 GLOBALG.A.P.に関する知識習得 3回 57名 3回 59名 2回 17名

圃場確認の様子生産者からの聞き取りの様子

H30年度 R元年6月時点

回数 人数 回数 人数

実施
内容

2回 22名 2回 33名

※GH＝Green Harvesterの略
自然環境との調和の中で農業を営み農産
物を収穫する人をイメージしたもの



②．第三者認証取得に向けた現地アドバイス事業の実施
・現地アドバイス事業での認証取得に向けた支援活動を積極的に実施。
・支援産地の状況[実施：1５県２２部会1４品目（平成29年度～令和元年度6月時点計）]
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支援産地一覧

№ 県名 JA名・県域 品目 取得GAPの種類 認証予定時期

①
北海道

JAようてい ばれいしょ JGAP R元冬

② JA新しのつ 米 GLOBALG.A.P. R2冬
③

青森

JA十和田おいらせ ごぼう GLOBALG.A.P. H31.2取得済

④
JA津軽みらい

りんご GLOBALG.A.P. H31.2取得済

⑤ 米 GLOBALG.A.P. H31.2取得済

⑥

岩手

JAいわて平泉 米 ASIAGAP H30.10取得済

⑦
JA新いわて

レタス GLOBALG.A.P. R元冬

⑧ ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ GLOBALG.A.P. R元冬

⑨ 宮城 全農宮城県本部 トマト GLOBALG.A.P. H30.3取得済

⑩ 秋田 JAあきた白神 白ねぎ JGAP R2春
⑪ 福島 JA会津よつば トマト JGAP R元秋

⑫ 群馬 JAにったみどり レタス GLOBALG.A.P. R2夏
⑬

新潟
JA十日町 えのき他 GLOBALG.A.P. R元.6所得済

⑭ JAみなみ魚沼 しいたけ GLOBALG.A.P. R2冬
⑮ 富山 JAいみず野 えだまめ JGAP H30.9取得済

⑯ 石川 JA金沢市 きゅうり JGAP R2春
⑰ 静岡 JAなんすん 荒茶 JGAP R2夏
⑱

滋賀
JA草津市 米 JGAP R元冬

⑲ JA滋賀蒲生町 米 JGAP R2冬
⑳ 兵庫 JAあわじ島 たまねぎ GLOBALG.A.P. R2夏
㉑ 岡山 全農岡山県本部 キャベツ GLOBALG.A.P. R2夏
㉒ 広島 JA広島北部 白ねぎ JGAP R2夏



②．第三者認証取得に向けた現地アドバイス事業の実施
・団体認証については、団体事務局、生産者、支援部隊のそれぞれの役割分担が重要になる。
・JAグループでは以下のようにＧＡＰ団体認証取得に関する役割分担と体制を構築している。
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・生産部会ルールの整
備・管理

・ＧＡＰ認証に関する
全体の進捗管理

・マニュアルの作成
・研修の企画・実施
・販売戦略の構築

・生産部会ルールに基づ
く生産者の作業把握

・ＧＡＰ認証に関する担
当生産者の進捗管理、
内部検査

・記録、現場状況の改善
提案等

＊営農指導員・TAC

団体事務局(ＪＡ)：農産物の品質管理

団体事務
局責任者

担当者

担当者

担当者 県段階組織

普及指導員

・内部検査（生産者）
の支援

・内部監査（ＪＡ
事務局）の実施

・販売先との商談
・その他全般の支援

・内部検査（生産者）
の支援

・生産部会ルールの
整備・管理への支援

・その他全般の支援

生産者

生産者

生産者

ＪＡ生産部会等

ＪＡ販売部署

・生産部会ルール・マ
ニュアルに基づく作業

・作業や在庫の記録
・リスク評価
・整理・整頓
・経営分析（2年目以降）

役割

※生産部会ルール
ＧＡＰの団体規則の他、
栽培暦等を含む
農薬使用・肥料使用

役割
役割

役割

JAグループGAP
支援チーム

役割

・農場アドバイス
・人材教育・従業員研修
・マニュアル支援
・内部検査・監査



②．第三者認証取得に向けた現地アドバイス事業の実施
・ASIAGAP、JGAPの団体認証として、JAいわて平泉とJAいずみ野がそれぞれ認証を取得。
・団体での取り組みにより「関係者の団結力ができた」「全体のレベルが底上げされた」などの声も。
・現在JA全体では２３県５３団体が団体認証を取得している。
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団体認証取得事例

選ばれる産地として栽培
技術向上だけではなく、
GAPの取り組みが不可欠。



③．実需者への供給（営業開発部の取り組み）
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生産法人

生産部会

ＪＡ

全農

○「信頼できる産地づくり」、「産地提案」による関係性を構築
○情報活用（生産情報・実需者ニーズ）による魅力ある売り場づくり
○成功事例を実需者・産地・全農で共有、生産振興・商品展開へ応用

【実需者サイド】

生産情報出荷組合

生産者

【生産サイド】

販売ニーズ

産地情報

取り組み支援

GAP品目
出荷

営業開発部

耕種総合対策部
GAP推進課

マッチング機能

販売ニーズ

連
携

GAP品目
販売

・産地特徴／品目情報
・出荷時期
・管理レベル

・品目／数量／規格
・価格 小売

外食

卸



８．これからのGAP
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“ＧＡＰ≠売れる商品”
“ＧＡＰ＝信頼できる産地”

現状は上記の認識でまず広まっていくと思
われるが、今後は販売の鍵になる可能性は
ある。

生産者
〈
従
来

〉

中間流通 お客様

・取り組んだ
結果のｲﾝｾﾝﾃｨ
ﾌﾞが不明確
・ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ低
い

・生産、消費者
(小売)両者に
対してメリット
を説明できない

・信頼できる
か判断できな
い
・よく分から
ない

●GAPの現状●
生産者、中間流通、消費者の3者間がGAPの価値やメ
リットが分からず、必要性を認識できない。

価値
メリット

〈
今
後
〉

生産者

全農

お客様

「安心・安全
に感度が高い

お客様」

①小売り各社がリードしながら、調達
基準としてＧＡＰ認証を利用していく
ことで、生産側に広まっていく。

②お客様の認知が高まることで、ＧＡＰの価値が向上。生
産者にとってのメリットが明らかになりﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝを高める。

伝
播

小売業
実需
各社

取り組み
支援

マッチング
支援


